
、プリンス・オブ・ザ・シティグ主演:トリート・ウィリアムス

製作総指揮:ジェイ・フ。レッスン・アレン/製作:パート・ノ\リス

脚本:ジェイ・フ。レッスン・アレン&シドニーりレメット/原作:ロパート・デイリー/監督:シドニーeJレメット//'\ナビジョン⑧/テクニカラー@
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NY映画批評家協会最優秀監督賞受賞/

ゴールデン・グロープ賞/作品賞/監督賞

主演男優賞の主要 3 部門にノミネート/

てと言劇Eニュー東宝シネマ.
5 :45

6 15

2 :30

3 :00

II :15

II :45

-キャスト.
ダニエル・チェロ………………トリート・ウィリアムズ

カ。ス・レピ一・・・・・・…・・・・・・・・・・ー・・・・・・ジエリー・オーバック

ジョ一・マリナロ・・・・・・・・・・・・・・・リチヤード・フォロンジー

ビル・ メイヨ・・・・・・……・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・ドン・ ピレッ ト

ドム・バンド………………………………ケニー・マリノ

ジノ・マスコーネ…・・・……....一-ーカーマイン・カリディ

.スタッフ.

一シドニ一・ルメット

・・パート・ハリス

ジェイ・プレッソン・アレン

ジェイ・フ。レッソン・アレン

シドニー・ルメット

…ロパート・デイリー原作

監 督・・

製作…・

製作総指揮

脚本

|殺到した全米マスコミ評.ノ|
-タイム・マガジン
情無用の怖ろしい映画ノ ルメット

という人は主演俳優からしばしば衝撃

的ともいえる演技を引き出してきたが、

今度の映画ではトリート・ウィリアム

ズが、「セルピコ』のアル・パチーノや

『ネットワーク』のピーター・フイン

チらの列に力日わった 『プリンス・オフや

・シティ』は 3 時間弱という実に長い

映画だ。しかし、ただの 1 コマなりと

も削れない。

・ニューヨーク・タイムス、

エキサイテイングにして感動を残す。

ルメット監督の無駄をきらう態度には、

ただただ舌を巻くしかない。

・ニューヨーク・ポスト
珠玉の映画ノ まさに秀抜で、ある。

ここ 50年間の犯罪一警官一腐敗を描い

てきた映画群は、単なる代用品にしか

すぎなかった。

・プレイボーイ
切れ味の鋭い映画みごとだ/

・ AP
エネルギーみなぎる映画ノ確実に

本年度ベストの映画の一本である 0

・ニューヨーク・マガジン
ケタちがいの とてつもない映画ノ

ドラマの構成 熱っぽいわいせつき、

息、もできないまでにつのってくる重圧

感、すべて、すべて、ルメットと脚本

家、ジェイ・プレッソン・アレンの力

による。興奮してしまう 0

・ニューヨーク・デイリー・ニューズ
約 3 時間もの間スクリーンに神経を

釘づけにさせる。人間性の複雑さをま

るごと感じさせる映画が、これまでに

あったろうか? 鋭い性格研究の上に

たった作品。驚くべき大胆な映画だノ

いう激しい熱意に駆られたのも、この

物語の持っている、社会と人聞の内面

への鋭い肉迫に心を動かされたからで

あった。

シナリオを書いたのはルメット自身

と、この映画の製作総指揮者でもある

ジェイ・プレッソン・アレン。「キャノく

レー」や「ファニー・レディ」の脚色

者としても有名な女性である。

主人公のダニー・チェロに扮するト

リート・ウィリアムズは、「へアー」や

'1941J で日本にもおなじみだが、ル

メット監督がタゃニーを演じる俳優とし

てまず頭に浮かべたのはトリートであ

った。「へアー」で彼が見せたタフさと

ナイーブさをあわせ持つ異色の個性も

さることながら 監督は この役に顔

の売れた大スターを当てることで市井

のー刑事夕、、ニーのイメージがそこなわ

れるのを恐れていたからである 0

・映画デビュー以来の初の大役を受け

とめて、撮影開始までもトリートの努

力も大変で、あった。まず彼は、数週間

にわたって連日ニューヨーク市警マン

ハッタン 23管区に顔を出し、ほんもの

の麻薬捜査刑事たちとともに夜の町を

とびまわることで この世界の裏側を

くまなく学びとった。

それからあとの 1 ヵ月をロパート・

レウチとともにすごすことで、彼は

警官であると同時に人間でもあるレウ

チの生きかた 考え方を、自分のもの

にしていったのである。

他の登場人物にも、ルメットは既成

の映画スターの起用を避け、ニューヨ

ークの舞台で高い声価を持つ名優たち

を揃えたほか、演技経験のまったくな

い人々 をも、その風貌と個性を買って

主要な役にキャスティングして、狙い

どおりの生ま生ましい演技を彼らから

引き出している。

フリンス・オフ・シティ
ー寸ーヨークは悪に染まつだ正義に守られていた..

!今年度アカデミー賞有力候補|

世界ーの犯罪都市ニューヨーク。そ

こでは警官きえもが 犯罪者を摘発す

るための手段として必要悪の犯罪をお

こなっている。

なかでも麻薬特捜班のメンバーは、

捜査のためなら金は使い放題、おのお

のが完全な自治権を与えられていて、

ニューヨーク市の中でなら何をやって

も一切とがめを受けることはないとい

っ人もつらやむそのエリートぶりから

、ニューヨークのプリンスグとイ谷称、さ

れていた。

この映画の主人公もそんなプリンス

の一人。しかし、彼は、必要悪として

の犯罪を認めつつも それをいいこと

に職権利用の汚職に走る警官たちのこ

とは深く軽蔑していた。そしてもっと

軽蔑すべきは警官たちの影にいて甘い

汁を吸う紳士面の弁護士や地方検事や

判事たちだ。

だから彼がく警官汚職調査委員会〉

の依頼に応じて、同業の人間たちを裏

切るような行為に挺身し始めたのも、

生来は善人ばかりだと彼が信じている

仲間をおとしいれるためではなく、他

の軽蔑すべき連中を委員会の名のもと

に槍玉にあげて、自分たちの汚名を挽

回したいといっ気持からだったが、結

果的には仲間をも窮地に追いこみ、彼

らの友情を裏切る形となってしまう。

実在の人物ロパート・レウチの実話

をもとに映画化したこの映画が、今ま

での警察ものから大きく隔絶した新し

さを持っているのは 巨大な司法機構

を盾に利用して独自の正義感をつらぬ

こうとしたエリート刑事が、逆に機構

にその純粋な人間性を利用され、非情

巨大な歯車にまきこまれて行かねばな

らなかった姿を クールな視線でみつ

めていることだろっ。

シドニー・ルメットが、ロパート・

デイリーによって書かれた

実録を読んだとたん、

ぜひ映画化

は自分の

手でと

3月
特別鑑賞券￥ 1200( 首諸草花田の処)発売中.ノ


